○○立○○学校毒物及び劇物取扱要領
（目的）

第１条　この要領は、「毒物及び劇物取締法」（昭和25年法律第303号）の規定に基づき、

　　　○○立○○学校における毒物及び劇物の取扱いについて、必要な事項を定めるもの
とする。

（毒物・劇物の定義）

第２条　この要領でいう「毒物」及び「劇物」とは、「毒物及び劇物取締法」第２条第１

項及び同条第２項に定めるものをいう。

（管理責任者）

第３条　毒物及び劇物の適正を期するため、校長は別紙のとおり管理責任者を指名する。
（毒物及び劇物の保管・表示）

第４条　管理責任者は、毒物及び劇物を施錠ができる金属製ロッカー等の専用保管庫に保

管する。

２　保管庫及び容器等には、外部から明確に識別できるように「医薬用外」の文字

及び毒物については赤字に白色をもって「毒物」の文字、劇物については白地に

赤色をもって「劇物」の文字を表示しなければならない。

（地震等の災害に対する対策）

第５条　管理責任者は、毒物及び劇物の専用保管庫の転倒防止策及び容器の破損防止策を

講じるとともに、災害に対して万全を期さなければならない。

（管理責任者の職務）

第６条　管理責任者は、その扱いに係る毒物及び劇物の品目毎に受払簿を整備し、受け払
いの都度その量を記録し、払い出しの際は、使用者の氏名を記入し、管理責任者が

確認印を押すものとし、定期的に保有数量を受払簿と照合することとする。

２　管理責任者は、その取扱いに係る毒物及び劇物の盗難又は紛失の防止に努めな
ければならない。

（事故の際の措置）

第７条　管理責任者は、その取扱いに係る毒物及び劇物が盗難にあい、又は、紛失したと

きは、直ちにその旨を校長に報告しなければならない。

２　管理責任者は、その取扱いに係る毒物及び劇物が飛散し、漏れ、流れ出、若し

くは染み出、又は地下等に染み込んだ場合において、保健衛生上の危害が生ずる

おそれがある場合は、直ちに校長に報告するとともに、保健衛生上の危害を防止

するために必要な応急の措置を講じなければならない。

（毒物及び劇物の廃棄）

第８条　管理責任者は、長期にわたり使用していない、又は、将来使用する見込みのない
毒物及び劇物は校長に申し出て、早期に廃棄するよう努めなければならない。

附則

この要領は、平成○年○月○日から施行する。

